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1 

 

 1990 年代から近年に至り，アニメ・マンガを主とする日本のサブカルチャーが世界中で

大人気を博し，アニメ・マンガなどに対する興味・関心から日本語学習を始める学習者が

年々増加しているが，それと同時に，アニメ・マンガを日本語教育素材として用いる可能

性をめぐる議論も日本語教育界において展開されている1。アニメ・マンガなど創作作品に

おいて登場人物に用いられる言葉づかいの中では，「役割語」という表現形式が中心的に研

究されている。役割語は特定の人物のイメージと特徴的に結びついている言葉づかいであ

り（金水 2003），作品に登場する様々なキャラクターの多様性を反映する。談話を行う環

境（文脈）の変化により，「キャラクターごとの「らしい」しゃべり方」（定延 2011：17）

は対応的に調整され，役割語としての各言語要素に豊かなヴァリエーションが現れる。創

作作品を日本語教育素材として適切，且つ十分に利用するには，作品における具体的な場

面に現れる言葉づかいのヴァリエーションを様々な角度から観察し，キャラクターごとの

「らしい」しゃべり方が意味するところを明らかにする必要があると考える。  

 役割語的言語要素の中では，人称表現と文末表現は最も重要な指標とみなされているが，

人称表現に対する研究はまだ深く展開されていない。本研究では，役割語の最も重要な指

標の 1 つとしての自称表現に着眼点を置き，ストーリーマンガによって用いられる自称詞

のヴァリエーションを観察した。主として，役割語研究の基本概念に基づき，作品におけ

る 1 対 1 の談話活動に現れる自称詞の使い分けとその表現効果を明らかにすることを目的

とした。 

 調査対象としたストーリーマンガは，因（2005a）が述べた日本語教育リソースとして利

用できるすぐれたマンガ作品の選択要件に基づき選び出したもので，「面白さとともに，内

容や言語表現をじっくり分析するのに深さと広がりをそろえ」（因 2005a：135），我々の身

の回りによくある話題を描写するリアリティーのある 6 つの作品である。作品における 1

対 1 の談話場面から，対象人物の発話を収集し，データとして整理した。  

 本研究のデータに現れた自称表現は，「わたし」「わたくし」「あたし（あたしゃ）」「おれ」

「ぼく」「わし（わしゃ）」「じぶん」「実名・愛称」「親族名」の 9 種類である。本研究では

まず，各自称詞の使用人数から，作品に用いられる自称詞の使い分けの全体像を観察した。

それに基づき，データに現れた自称詞の出現する発話例を元の談話に戻し，談話が行われ

る時の場面や人間関係などの様々な角度から，自称詞の使い分けを分析した。  

 その結果，9 つの自称詞が登場人物の性や老若の違いにより使い分けられている傾向が

全体的に観察され，同じ〈女ことば〉・〈男ことば〉としての「あたし」「わたし」・「おれ」

「ぼく」などが，登場人物の個性により使い分けられていることも明らかになった。また，

談話が行われる文脈において，各自称詞が場面の正式度，話者同士の関係，ないし発話の

時の態度・雰囲気により使い分けられていることも観察できた。 

 その使い分けの原因を自称詞に含まれている異なる意味合いから検討した結果，各自称

詞が意味合い上の異なりにより使い分けられていると推察できた。登場人物それぞれのイ

メージが，発話に用いられる自称詞に潜んでいる意味合いにより醸し出されていることも

分かった。各自称詞の意味合いにより描き分けられているイメージは，登場人物の一般的

                                                        
1
 ①国際交流基金 2012 年度，日本語教育機関に対する調査結果による。 

②また，鮎澤孝子・加藤清方 1995，熊本・廣利 2008，他の説を参照した。 
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な印象（強い男性像，優しい女性像など）であることもあるが，談話が行われている場面，

参加者の関係，ないし一時的な雰囲気や態度の変化により現れる特定のイメージ（下位・

上位者のイメージ，怒る・喜ぶ時のイメージなど）のこともある。このようにして作者が

異なる意味合いを巧みに利用し，各自称表現を使い分けることにより現れる表現効果を，

本研究では以下のようにまとめた。 

〈1〉 それぞれの人物像を創り出し，描き分けること 

〈2〉 談話場面および談話が行われる一時的な雰囲気をほのめかすこと  

〈3〉 話者同士の間の親疎・上下関係，ないし作品における複雑な人間関係を紡ぐこと  

〈4〉 談話活動における一時的な感情を醸し出すこと 

これらの描写活動の中で，作者は登場人物に様々な談話の中で異なる自称詞を用いさせ

てそれぞれのイメージを構成し，各イメージを生き生きと作品外の読者に伝えようと発信

する。自称詞を含む役割語の言葉づかいは，それぞれのイメージにふさわしいスピーチス

タイルであり，いわゆる言語上のステレオタイプである（金水 2003，2008）。日本語社会

で共有されている言語上のステレオタイプ的知識は，作品外における作者と読者の間のコ

ミュニケーションを達成するためには必要不可欠だと思われる。作者は物語を効率よく展

開するため，役割語としての自称詞を使い分け，各登場人物の特徴をステレオタイプ的に

提示するのだが，読者はステレオタイプ的知識があればこそ，提示される自称表現から登

場人物の特徴を的確に把握でき，ストーリーの展開に集中できるからである。  

したがって，日本語教育においては，創作作品を日本語教育素材とする場合，日本語の

ステレオタイプ知識を作品の理解において必要となる一般知識として学習者に指導すべき

であるし，また非母語話者の日本語指導者にも備えられるべきである。さらに，創作作品

の虚構性や，作品の中で用いられる言葉づかいと実言語の運用の差を学習者に明瞭に提示

する必要があると考えられる。今後の課題としては，創作言語と自然言語の差を追究する

とともに，役割語的言語要素の組み立てにより現れる表現効果を検討していくことが挙げ

られる。 
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